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1．基本情報 
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（1）対象地域 

 モニタリングとサンプリング地点は Fig.1 に示されている。インドのムンバイから 100 km 北の西海岸

に位置する Tarapur Maharashtra Site を中心として放射状に区画を分けてモニタリングおよびサンプ

リングを行った。Tarapur Maharashtra Site には、1969 年から商業運転されている沸騰水型の Tarapur 

Atomic Power Station （TAPS1＆2）の他に、2 つの加圧水型重水炉（TAPS3＆4）、再処理施設、廃棄

物管理施設なども位置する。 

Tarapur Maharashtra Site からの距離が最も近い区域を Z1、最も遠い区域を Z5 とし、土壌や食品の

サンプリングはできるだけ Z2、Z3 に位置する風下の農地で行った。Z2 は 1.6-5 km、Z3 は 5-10 km の

区域である。 

 

（2）重要な図表 

核施設（TAP1＆2）からの放射性物質の年間排出濃度および排水の割合が Table2 に示されている。 
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Table5 には 1983-2007 年までの土壌、牛乳、葉菜類中の放射性物質の濃度が示されている。137Cs は

放射性崩壊によりオーダーレベルでの濃度の減少が見られた。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

土壌では 1983～1992 年のデータがないものの、137Cs は放射性崩壊によりオーダーレベルでの濃度の

減少が見られた（Table5）。そのため、葉菜類や牛乳での 137Cs の蓄積も見られなかった。計算された

土壌での 137Cs の半減期は 9.5 年であった。 

 

（2）流出挙動・経路 

該当なし。 

 

（3）除染の際の留意点 

該当なし。 

 

（4）担当者のコメント 

長期的なモニタリングのデータを示した文献で、福島を中心とした汚染地域の今後の放射性物質の挙

動およびそのモニタリングや除染の期間の参考になると考えられる。農耕地の土壌および農作物など

以外にも、水生生物や大気などの長期モニタリングの結果が見られる。 

 


